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13.昨年 1年間における胸部手術特に肺癌症例につい
て
鈴木亮二，桐楽恒俊(県立鶴舞・外科)
胸部手術は15例あり， うち肺癌 3症例を呈示する。症
例 1;主腫虜の末梢肺に主腫痕より大きい転移巣を作り
早期に血行転移で死亡した類表皮癌，症例 2; 6年間の
経過で腫壌が増大し上縦隔リンパ節転移を認めた腺癌，
症例 3;胸水に悪性細胞を認めた腺癌に対し肺葉切除し
術後績極的に合併療法している症例。 
14.上大静脈の人工血管移植に関する研究一一第 2報
簡換期，長井千輔，淵上隆
嶋田晃一郎，堀江島平
(独協医科大胸部外科)
五月女茂(同第二病理)
静脈系合成代用血管の開発を目的として， 11頭の雑種
成犬に上大静脈の Teflon製代用血管移植実験を行っ
た。 5頭には平あみ式蛇腹状血管を， 6頭には平あみ式
円筒状血管を移植した。前者は全例早期血栓閉塞により
死亡した。後者は 3頭が術後合併症により死亡したが，
他の 3頭は早期血栓形成を免れ， うち 2頭は晩期疲痕形
成により術後3カ月に死亡した。組織学的に血管内膜の
新生がみられた。残りの 1頭は 559日現在も生存中であ
り，なんらの狭窄もみられない。吾々は200X300μ 程度
の平あみ式円筒状又内陸を siliconcoatingした teflon
製人工血管の方が良い結果をえた。 
15.骨肉腫の肺転移症例における CTスキャンの使用
経験
石田逸郎，福間誠吾，沢田勤也
関保雄
(千葉県がんセンター・呼吸器科)
問中弘一(君津中央・内科)
我々は，骨肉腫の肺転移の早期発見を目的として胸部 
CTスキャンを施行し，肺転移を疑い，胸部X線断層撮
影で再確認し，開胸術により，肺転移巣を切除した症例
を経験したが，骨肉腫の肺転移巣は境界が明瞭で，胸膜
直下の出現が高頻度であり，又骨性由来の腫療のため， 
CT値で他の組織との鑑別が容易であるという利点があ
るか，一方反復される開胸術により，以前の手術の疲痕
と新しい肺転移巣との鑑別が困難である場合もある。 
16.気管音による呼吸監視法
里村洋一(千大・医療情報部)
頚部において録音した気管音(呼吸音)のパワーレベ
ノレは，その平方根が流速に比例するo これを利用して換
気のモニタを行う手法を開発した。周波数は， 120Hz-
900Hzが最適であり，採録部位は， 頚部正中， 甲状軟
骨下端より 1cm下方がよく。 ヒ。ックアッフ。荷重は20-
30grで，皮フとの密着を改善するアダフ。ターが安定し
たモニタリングを保証することが示された。また，これ
らの成果に基づいて， 改良したピックアップを供覧し
た。 
17.子宮肉腫 (leiomyosarcoma)の肺転移切除例
井村鈴雄，山本弘，清水衛
(都立府中)
子宮平滑筋肉腫の術後， 2年で左下葉に， 2年6カ月
で右上葉に肺転移した症例に対し，肺葉切除術を実施し
軽快したので報告した。併せて予後，再発について考察
を力日えた。 
18.映画「自然気胸J(胸膜造影と胸腔鏡検査)
武野良仁(日産・玉川外科)
自然気胸における虚脱肺， このとにその表面の状況
は，通常のX線写真では十分知ることができない。胸腔
にコンレイ60を約15ml注入して患者の体位を変えると
肺胸膜の変化がよく造影される(=胸膜造影)。この映画
では気胸肺にみられるプレブの動きがよく記録されてい
るが，呼吸と共に動く軟いプレブは，今まで報告された
ことのないものである。なお，胸腔鏡所見や生体接着剤
による痩孔閉鎖術 (SPAT)の模様をはじめ，小型気胸
器， シャンデリア式胸腔鏡なども映画のなかで供らん
した。 
19.結核研究所附属病院における肺癌切除例の検討
小山明
(結核予防会結核研究所附属病院外科)
当院において昭和52年末迄に切除した肺癌 191例につ
いて検討した。年齢分布は40歳代までが31%と若年者層
に傾き，発見動機では集検例が41%を占めている。約半
数の症例に治癒手術が行われ，その 5年生存率は52.3%
と良好である。しかし集検発見例の44%が病期Eの進行
癌であることは大きな問題であり今後集検方法の改善，
陰影見落しの防止，疑あれば直ちに精査を行う等の努力
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を行えばさらに良好な結果が期待できると考える。 
20.当センターにおける開胸例について
小林延年，半沢僑
(県西部浜松医療センター・胸部外科) 
1978年の一年間に，当科で、扱った開胸症例は64例，内
訳は肺切除25例，肺部分切除・縫縮が19例，食道亜全摘
胸壁前食道胃吻合 5例等である。このうち肺癌の切除例
は12例(切除率 27.1%)，他に肺 monosporium症， 
Swyer-James Synclrom，Lymphocytic Interstial Pne-
umonia，Pseudolymphoma，Chonclroma，縦隔の Neu-
rilemmoma等がみられたが，この内 3例について供覧
した。 
21. Closing. Volume Curve 3相における波動につ
いて
長谷川正博，長尾啓一，渡辺昌平
(千大・肺研内科)
嶋田晃一郎(独協医科大学胸部外科)
呼気低流量曲線に現れる心拍に一致する動揺は， Ca-
rcliogenic Osci1lationの成因に関係すると考えられる
が，これが心自体の変形によるものか，あるいは，われ
われが考えるように肺内起原であるのかを確めようとし
た。実験は成犬を用い，閉胸，開胸にて呼気低流量曲線
を心電曲線と同時記録した。つぎに，摘出肺で拍動性体
外循環ポンフ。を用いて行った。いづれの場合にも，拍動
に同調する動揺が呼気低流量曲線にみられた。 
22. Sarcoidosisにおける AngiotensinConverting 
Enzym (ACE)活性についての研究 
0有賀光，佐藤重明，白井厚治
森崎信尋，篠宮正樹，永瀬イ圭子
仲野敏彦，河内文雄
(川鉄病院内科)
サノレコイドージスその他各種疾患について，血清中の 
ACE活性の測定をこころみた。方法は Cushmann等
の方法を Liebermannが改良したもので， Hippuryl・ 
Histiclyl・Leucineを基質とし， pH8.3のリン酸 Bu旺er
を用いた。
その結果，サノレコイドージスを始め，肝炎，甲状線機
能充進症等においても ACE値が上昇することをみとめ
た。サ/レコイドジスについては胸部X線像にて，両側肺
門リンパ腺の著明に腫脹しているが肺野に病変のなかっ
た症例，また肺野病変をもみとめた症例の 2症例のX線
像の経過と ACE活性の変動を例示した。いずれも活
動期高値を示していた ACEがX線像の改善にともな
って，低下していくことが確認された。
また急性肝炎の症例についても病状に並行して， ACE
活性値の低下していくことを知り得た。
サノレコイドージスにおける ACE値の上昇の機序及
び診断的意義について，今後検討をすすめたい。 
23.三尖弁閉鎖症のフォンタン変法による 2治験例
中村常太郎，相楽恒俊，松本博雄
瀬崎登志彰，勝田貞夫，小林晴夫
遠藤 毅，加部恒雄，斉藤学
高原善治，鈴木亮二，由佐俊和
(県立鶴舞・外科) 
Fontanに初まる三尖弁閉鎖症 (TA)の機能的根治
手術は， Kreuzerによりその術式が簡略化され， さら
にその後， 1 b型に対しては，弁なし人工血管に依る右
房右室(流出路)吻合術が，優れた術式として考えられ
るに至っている。 しかし一方， Bowman等は， 1 b型
に対して低形成の右室をロート部狭窄から下方まで切開
をのばし，右室腔の拡大をはかった上，右房右室聞に生
体弁付き人工血管を吻合する方法を発表。右室は経時的
に，そのポンフ。作用を具現するとし， 4，Valve 4， 
Chamberとするこの方法は， TA手術に対する生理的
アプローチであると主張している。我々も最近， 6歳女児
の TA1b型に対し，弁無し人工血管による右房右室
吻合術を，又13歳女児に対しては， Bowman等の術式
に準じたハンコック弁付き人工血管による Conduit手
術を行ない，いずれも良好な結果を得たので報告した。 
24.難治性膿胸の内科的治療例(第 2報)
諸橋芳夫，中村和之(旭中央)
金井英夫，伊藤国明(千大第二内科)
寺田洋臣(旭中央) (千大第一内科)
第 9回の本例会に肺結核に合併した41齢の男子の膿胸
及び気管支肺炎に合併した58歳の男子の膿胸を内科的に
治癒せしめた例を報告したが，今回は70歳の男子で40年
前肺結核に施行された人工気胸療法に関係あると思われ
る膿胸に反覆穿刺及び排膿，洗浄，抗生物質プレドニン，
キモフ。シン注入。更にはドレーン挿入，洗浄，排液，パ
ッグ装置により 3年余を要して内科的に治癒せしめた症
例を報告する。
